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徳、 出 明

自 iま では， ら ブオッサマグナ

を越え，つい グコ を

に入る O このコースはフオッサマグ の

めに裁って進むことになるので，あたかも 日本の地史を新しい方から古い万に眺めながら歩くこと

になる O

山

はいわゆる伊豆@マリアナ弧の北部に位置し，ブオヅサマグナの割れ目帯に噴き出した大きな

火山である。その構成物質の量は 1，000億トン以上と見積られ，その下部にかくれる古富士火山の噴出

物は 2，400億トン位と誰定されるので，合計約 3，500億トンもの噴出物を出していることになる O これ

は日本では最大の火山である阿飯山の 2倍に近し ¥0 富士山はこのように，大きさや高さの上で日本ーの

火山であるばかりでなく，形の美しさの上でも日本ーであり，コニーデ型火山の典型とされ，その円錐

形の形はほとんどこわされずに残っている。このことは

るO 富士山本体の下にかくれる吉富士火山の噴火は約 2.5 

う大規模な火山の寿命は数 10万年とされているから，

のである O

山がまだ若い火山であることを寛味してい

前(洪積世末)に始まっているが，ふつ

の宮士山は，火山体としてもまだ少年期な

の活動は約1.5万年前から始まり，縄文初期(約 1万年前)にはほぼ現症の富士山の形

がおよそできあがっていた。其後約 5，000年の静穏期を経て新期の活動期にはいることになるが，

の記録に残る富士山の噴火は西歴 781年以来 14回もあるが.宝永山を生じた宝永 4年 (1707年〉 の

大噴火以来 265年間沈黙を守っている O

自然歩道沿いには 山噴出物から成る 原，古富士泥流の低地の沼を 水した田貫湖，最長

の富士溶岩潟穴三つ池穴，富士山体の伏流地下水を示す白糸の滝，約 1，000年前からでき始めたと考え

られる大沢崩れなど，富士山の生い立ちと，変化のあとをたどるのに良い観察地は数多七、詳しくは本

会の資料，鮫島輝彦氏の「富士山の地学案内Jを参照していただきたい。

2. フォッサマグナ

111沿いには新第三系が分布している O この地域から赤石の西縁までの地域をふつうにフオッサマ

グナ地帯とし1うO ブオッサマグナは大地裂の意味であるが，その名のとおり，本州の基盤構造を胴切り

にし，地質学上西南日本と東北日本に分ける大きな構造線である O かつてナウマンが大地裂叉は大地溝
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と考えた一つの理由は，西の赤石山地と東の

あろう O しかしこのフオッサマグナ帯を調べた

の間に地形的に見て大きな谷があることだったので

は，地質の上では，その西端の糸魚、111-静岡線は明

瞭であるが.東にははっきりとした境なしに御坂や裏日本の第三系に移りかわることに疑問をいだいて

いた O このことは繰り返し繰り返し，多くの人によって述べられているが，その理由はよくわかってい

なかったO

私は最近約 5年間赤石山地の四万十替と瀬戸J11帯を歩き，その疑問を解決するきざしを得ることがで

きた O 糸魚川一静岡線というのは突は 60励 70Kmの左横づれの変位置をもっ，非常に大きな断騨線で

あり，フオッサマグナはその東の引づり帯にあたっていることがわかったからである (1971)0 この

横の叉は水平方向の変位量に比べると. I谷Jを形成する垂直の変位量は 9 せいぜい 1/20位のもので

あるが，この断層の酉の瀬戸JlI.四万十両帯は断層にわって東側が上にめくれ上がりながら南に引き

られており，その東側の部分は断庸に向って次第にずり下がり，相対的に北の下方に引きずられている O

つまり糸魚川一静陶線はこの

とにもどるとし1うことになる O

この断層の東にあたる富士川の

われていた(松田他， 1955 )が，

向であって，南北性というのは糸魚川

あるから，その部分では上下の は大きいが，東に向いも

を見ると，従来ここのしゅう虫軸は寵北性の方向をもっとい

変形をともなう のしゅう曲鞘は北東 ないし

よびそれにともなう引さづり にともなう 2次的な

たわみに他ならないことが判明した(徳山. 1971) 0 
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このようにして，フオッサマグナ されていなかった，しゅう由構造がはっきりし，その

をしらべてみると，従来 1万慨を越すといわれたいたこの地域の上でもう 1宮地層の

の

この

さっているわけである O

山をはさみ，

おいかぶさったことが，この

iま

，せいぜい数キロメートルしかないこともわかったO 要するにこ

に也ならぬわけであるが，その中間に富士山の噴出物がかぶ

しゅう由をしらべて見ると，地震帯造問(第 2国)で、わかるとおり，

グコ

はそのまま富士JIIまでぶつかっている O やはり，中間に

をわからなくしていた大きな要制だったのである

るものであり，更に高に引きずられて

お

相

なのであろう O その らは

れの

に Lepido-

c. y c 1 i n a されている O

たものと考えられよう O あるとされて !幻

，まさにこの引きずり帝にあたるわけである O は?かつて せんめっし，大域111

111情 に 合 す る るO

3. 瀬戸 JII

Jl"¥山を へ行くと を きな を耕して瀬戸 111帯となる Q この は，十枚

山の詣でミロナイトをともなう 100mにおよ から山崎を通り，
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高草山の北を経て西にまがり，藤枝を経て金谷にまで追跡でき，岡部の西では である O この断

と，前記の丹沢，を「十枚山構造線Jと名付けるが(徳山@小野. 1972) ，これは瀬戸J11しゅう

111 ，大井111のしゅう曲帯との境の断層に当っている O 丹沢帯が鮮新世にしゅう曲したと考えられる

のに対し 9 瀬戸)11帯は中新世にしゅう曲したと恵、われる O

瀬戸111帯もやはり糸魚、111-静岡線で引きずられて居り，地質図で見るように全体の分布としゅう曲軸

は北から南西更に西にわん曲している O この瀬戸)11帯が糸魚川一静岡線で切られた東の延長が関東山地

の小仏帯なのである O

つぎに瀬戸JlI帯は在第三系の砂岩やけつ岩から成るが，しゅう曲i織は牛妻付近では N30 0"日{立の方向

を有する(徳、!幻. 1970) 0 黒色けつ岩はしゅう曲軸面の方向にうすく削げ易い性質があり，これをス

レート努開というが，足久保から西ではこのスレート努開がよく発達しているのが見られる O 高山付近

には石灰岩と石灰質砂岩があって，古第三紀の有孔虫と貝の化石を産する O この帯ではこのような化石

はここ以外では殆んど知られていないので大変に貴重である O 高山頭上付近には玄武岩搭岩があるが，

これらはしゅう臨時に変成作用をうけ低変成岩になっている O

4. 四万 十 帯

相俣から JlI沿いに，北に笹山構造線とよばれる っておりこれより西側は四万十帯となる O

この部分には一見瀬戸i円滑によく似た砂岩@けつ岩の が多いが，これは中世代臼亜糸の で，し

ゅう由の時期は瀬戸)11碕の地層の増積前の臼亜紀末である O しゅう曲鞘の万向は N70 oE位で瀬戸Jll帯

の構浩とは斜交している O この帯には特に砂岩@けつ岩の規則的なリズムをもっ互躍が多いが p これら

は海底谷沿いに乱泥流が流れ下った時にできると考えられるターピダイトで，地向斜性堆積物の一つの

特徴である(木村. 1966，67) 0 大井JII沿いの地点では，道路沿いの大きな切り割りにタービダイト

の毘事な互層が見られる。

家山から大井111を下ると， では丹原と鍋島付近には特にきれいな が開a られ，鍋島付近のもの

は厚さ 3Km位にわたり地層が全部逆転しており，日本では珍らしく大きな転倒しゅう曲がある O この転

倒しゅう曲の一部であるが，大井川右岸の福用の南，龍門の滝のところでは見事な横臥しゅう曲が見ら

れる O

大井I11から'レートを西に進むと，けつ岩の多い地域に入るが，この付近の山地では深層風化が著しく，

地表付近の地とりが見られるところもある O

秋葉山に入る手前堀之内付近には雨北に光明断層が走り，更に秋葉山の西にはこれに平符な「赤石裂

線Jがある O 両断層とも非常に大規模な左横とり断層で，特に赤石裂緑ではこれに沿って西側の地塊が

相対的に南に約 20Kmもとっている(木村， 1958) 0 これらの断層沿いにはいたるところで水平方向

の断寝運動を示す擦痕が見られるが，特に水窪ダム付近で著しし ¥0

赤石裂i録の西は三波J11帯の結晶片岩になる O これは古生層が白亜紀中期にしゅう曲運動を受けた時の

広域変成作用でできた結晶片岩である O 結晶片岩は地下深所の圧力の高いところで形成されたものであ

るが，このようなところでは岩おは説動的になるので，非常に細かい流れしゅう曲ができる O この付近

では赤石裂線沿いに引きずられているためにしゅう由鞠の方向は南北に近い。天竜沿いの久根付近と
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のifてにはキースラーガーと れる ある。

ダムの北側誌

でに なったが， UJとも

山として るが，これは i
 

i
 

j
 

の の できたものである O

告

されたしゅう出帯を

から にそ れ形

ることができる O これら 3つのしゅう の を形成してい

るものであり，いわば，このルートの中には日 の されていることになる O この

ように短い Fレートで 8つのしゅう曲苦を でき，しかもそれぞ なしゅう曲の を でき

るところは，日

うためにも，この

lま {苅がなく，日 がどのようにしてできたかを多くの人々に してもら

いルートであると言うことができる O
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